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緒 言

彼ij[を構成する上から，身体に適合したよい

型紙をつ〈るととは最も大切なことで，そのた

めには，まず，各人の体型を把握し，正確な各

部の寸法や，運動による身体の変化・状態など

を知る必要がある。

昭和44年に，広島文化女子短大生の 18-20

才までの 118名を対象にして，型紙作製上重要

なポイン卜でめると思われる肩幅 ・肩傾斜角に

ついて検討した。

今回は，広島市およびその周辺の 25-65才

までの成人女子543名の測定を行ない，その中

より 25-29才の58名，40-44才の 90名，

55-65才の5u名の 3年代について肩幅・肩傾

斜角を検討したので，その結果について報告す

る。

*被服構成研究室

言語 l挙 制定対象と方法

I 測定対象

被測定者は広島市およびその周辺の成人女子

で，その年代区分別例数は第 1表のとおりであ

る。

第 l表被測定者の年代別例数

例費支 ・ 年代区分
計

百分率 25-29/ 40-44 i 55-65 
例数 58 90 50 198 

泥 29.3 25.3 100.0 

第 2表は， 被測定者の職業を示したもので，

全体的にみると無職すなわち主婦が約81%を

しめ，公務員 ・会社員は約 9芦，農業が約7払

商 ・工・自由業は約3売である。

次に年代iJljにみると 25-29才， 40-44才は

いずれも 80斗 0%が主婦であるが， 55-65才

* *広島女学院大学短期大学部 -11一



では主婦が 66払農業従事者が 24売となっている。

第 2表 被測定者の職業別調査

年 代 区 分
言十

職 業 25 ~ 29 55 ~ 65 

例数 タ 例数 I% 例数! % ou 数| % 
公務員・会社員 8 13.8 6 6.7 4 8.0 18 9.1 

高・工・自由業 3 5.2 “ ワ 2.2 1 2.0 6 3.0 

農 業 O 。 O O 12 24.0 12 6.7 

無 職 47 81.0 82 91.1 33 66.0 162 81.2 

そ の 他 。 O o O 。 O 。 。
言十 58 100.0 ! 90 50 100.0 198 100.0 

E 測定期 具は第3表のとおりで，彼測定者は下ばき・薄

測定は昭和47年7月3日から 8月5日の間 手のスリ y プを着用，頚椎点、・頚付根点(右・

に行なった。 左)・肩先点(右・左)など必要部位にしるし

E 測定部位・測定時の姿勢・測定方法・測定 づけをし， ~Ij定した。

用具

測定部位・測定時の姿勢・誤iJ定方法・測定用

第 3表 測定部位・測定時の姿努・測定方法・制定用具

測定項目 姿tJ!H定時勢の tJ!u 定 方 法ー d!1J定用具

肩 幅
右
立位正常 右(左)頭側点と肩先点閣の長さを測る 金属製巻尺

左

肩傾斜角
右 椅座位正常 |角度計を右(左)頚付根点と右(左)肩先点、κ

人(重体量角6度0計9.マキノ製
左 あて荷肩を同時K測る

背 肩 幅 立位正常 背面を演にIおいて右・左肩先点聞の体表にそった長
さる

金屋製巻尺

頚付根回 ノ/
e 頚(頚付椎根点にお・右ける・周左径頚保を測点る・鋲骨内側上縁を通る)

1/ 

身 長 11 床面から頭頂点までの垂直距離を認11る 7Jレチン身長計

体 重 ノY 体重計

第 2章 測定結果および考察 左共に 12.9 cm， 55-65才は右 13.3cm ・左 13.1

第 4表は肩幅・肩傾斜角・背肩幅・頚付根回・ mで，各年代間，右・ 左聞に大差はない。

身長・体重の平均値，標準偏差を示したもので 肩傾斜角は 25-29才の右が 22.t・左21.50，

ある 40-44才は右21.00・左 19.90， 55~65 才は右

まず，平均値についてみると，肩幅は 25- 21.60・左 21.0
0

で各年代闘に大差はない。また，

29才は右 13.2cm ・左 13.1cm， 40-44才は右・ 各年代共，右の肩傾斜角が左に比べてやや大で
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ある。

背肩備は各年代共大差はなく，約 39cm，頚付

根因は 40~44 才がやや大で 38.3cm，その他の

年代は約37cmである。

身長は 25~29 才が最も高 く 154 . 1cm，次が

40~44 才で 153.2cm， 55-65才は 149.7cmで

高年代の身長は低くなり， 25~29 才と 55~65

才との差は4.4cmである。

体重は 40-44才が最も重く， 54.9 kg，次が

55~65 才で 53 .4 kr;， 最も軽いのは 2~29 才で

49.6 kgである。

各年代聞の増倣の有意性の検定を行なった結

果 25-29 才 ・ 40~44 才間は左肩傾斜角 ・ 頚

付線踏・体重に， 40~44 才・ 55~65 才間は右

肩幅 ・ 頚付根回・ 身長に 1~5 %水準で有意差

がみられる。

第4表 肩幅 ・肩傾斜角他の平均値 ・標準偏差
( cm ) 

年 代 区 分

項 目 25 ~ 29 40 ~ 44 55 ~ 65 
M SDI最大|最小 M SDI最大|最小 1M Isnl最大 最小

** 右 13.17 ;0:82 15.7 11.0 12.92 0.82 15.2 11.0 13.32 0.88 15.3 11.7 
肩 幅

左 13.13 0.90 15.1 10.8 12.87 0.81 15.0 10.9 13.12 0.76 14.5 11.6 

右 22.05 3.31 29.0 13.0 21.00 3.30 27.0 12.0 21.56 3.07 28.0 15β 
肩傾斜角 * 
(度) 左 21.45 3.86 28.0 8.0 19.87 3.71 27.0 13.0 33.0 14.0 

背 肩 指 38.65 1.87 43.1 34.1 38.51 1.86 43.6 33.1 38.臼 1.57 42.0 35.3 

務 付根回 36.99 1.54 41.3 34.2 組問 42.7 34.4 37*0* 9167 40.2 34.5 

身長 lti4.1l 5.00 168.5 145.2 153.16 163.3 139.2 149姐B旨5姐H14必 161.8 140.0 

体 重(kr;) 49.63 7.12 73.01 37.0 54.ホ87ネl7.69 78.01 40.71日 4018.15 69.8 40.0 
1 

注 各年代間増減の有意性の検定

第 1-1・z図は右・左の肩幅の分布を示した

ものである。その分布の傾向は右・左いずれも

各年代聞に多少の差はみられるが，その範囲は

右・左共 10.8-15.8~の閣である。また，最

大の分布を示す寸法は， 25 -29才では右 13.8

m ・左 13.3cm， 40 -44才は右 12.8cm・左

1 3.3 cm， 55 -65才は右 13.3cm・左 13.8cm 

でゐる。

* 危険率 5%で有意
** 危険率 1 %で有意

第 2-1・z図は右・左の肩傾斜角の分布を示

したものである。その分布の傾向は右・左いず

れも各年代聞に多少の差はみられるが，その範

囲は右が10.5-30.5
0
で，左が8.5-3 2.5

0の

閥である。また，最大の分布を示す角度は 25-

29才では右 ・左共K2 2.50， 40 -44才は右・

左共に 20.5 0， 55 -65才は右 20.5
0
・左24.5

0

である。
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第 3-， • 2 !~主!;;t右 ・左の肩幅と肩傾斜角の分
布について被測定者の約 70売が分布している

範囲を年代別に図示したものである。

まず，右の分布をみると， 25-29才は肩幅

12.1 - 14.0 cm・肩傾斜角 19.5- ~7.4 0， 40-

44才は肩幅 11.6-14.0 cm ・肩傾斜角 17.5-

25.4
0

， 55 -65才は肩幅 12.1-14.5 cm ・房傾

斜角 17.5-25.40の範囲に分布している。

次に左の分布をみると，25-29才は肩幅

言自轟吋10.8111.3 111.81123|128i l川 3.8114.3 11 4.8同司 15.3
トト|-i

!」11J二
一一十十十寸-1

u 
14.5 

44才は肩幅 11.6-14.0 C7ii • 肩傾斜角 13.5~

23.4 u， 55 -65才は肩幅 121-14.5cm肩傾

斜角 15.5-25.4 0の範囲K分布している。

次に肩院の右 ・左の分布註囲を比較すると，

25-29才は右よめ左が広く，その他の年代は

ほぼ同範屈である。

房1濠斜角の右 ・左の分布範囲を比較すると 25

-29才は同範囲で，その他の年代は左が少し

広い。なお， 25-29才の両肩傾斜角がやや大

ト1--卜l

早
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第5表は肩幅の右・左の差の分布と百分率を

示したものである。とれによると 25 ~ 29才は

右・左同寸が約5芦，右が広いもの約 52払

左が広いもの 43払 40-44才は右・左同寸

め右が広いもの 50弘左が広いもの 42タで

ある。

3年代の平均値をみると，者・左の肩幅が同

寸のもの約8丸右が広いもの約51丸左が

のもの約9芦，右が広いもの約 52丸左が広 広いもの約41売で，その右・左の差が lcm以

いもの約39%， 55 ~ 65才は右 ・左同寸が8 内のものが約 92%である。

第 5表 肩幅の右 ・左の差の分布と百分率

年 代 区 分
計

差 25 - 29 

例 例数 | 発 例数 | % 例数|劣 例数タ

1.1 ~ 1.5 1 1.7 2 2.2 7 14.0 10 5.1 

0.6 -1.0 8 13.8 13 14.4 11 22.0 32 16.2 

0.1 ~ 0.5 21 36.3 32 35.7 7 14.0 60 30.2 

O 3 5.2 8 8.9 4 8.0 15 7.6 

一0.1-ー0:5 18 31.0 20 22.2 16 32.0 54 27.3 
一0.6--1.0 6 10.3 12 18.3 3 6.0 21 10.6 

-1.1-ー1.5 1 1.7 3 3.2 2 4.0 6 3.0 

IIT 58 100.0 90 100.0 50 100.0 198 

第 6表は肩傾斜角の右 ・左の差の分布と百分

率を示したものである。これによると 25~却

才は右 ・左同角度が約4丸 右の大きいもの

57芦，左の大きいもの約39%， 40-44才は

右 ・左同角度が約 9払右の大きいもの約 61%

左の大きいもの 30%で， 55-65才は右・左両

角度が 14芦，右の大きいもの 48芦，左の大き

いもの 38認で 3年代の平均値をみると同角

度が約 9見右の大きいもの約56芦，左の大

きいもの約35仇右・左の差が3。までのもの

が約67.3%である。

また， 25-29才の右・左同角度のものに対

して， 40-44才ではその約2倍強， 55-65才

では更にそれの 2倍近くと年令が増すにつれて

同角度が増加している。

第 7-1・2・5表は各項目の相関係数とその

有意性の検定結果を示したものである。 乙れに

よると各年代とも右肩幅に対する左肩幅，両肩

幅』ζ対する背肩幅頚付根固に対する体重は各

年代共O.7以上の高い相関を示し， 右肩傾斜角

K対して左肩傾斜角，背肩幅IL対して頭付棋囲・

体重，頚付摂囲Iζ対して身長，身長に対して体

重が0.3-0.6のやや高い相関で，いずれも危

険率 1-5芦水準で有意性がみられる。
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第 6表 肩傾斜角の右・左の差の分布と百分率

年 代 区 分
計

差 25 - 29 40 - 44 55 - 65 

(度) 初j 数| 売 例 数 タ {9U 数| 、% 例 数i% 
涜

はず9 -，10 1 1.7 O O 。 l 0.5 

7 - 8 3 5.2 日 1 2.0 6 3.0 

5 - 6 4 6.9 10 11.1 4 8.0 18 9.1 

3 - 4 7 12.1 20 22.2 8 16.0 35 17.7 

1 - 2 18 31.1 23 25.6 11 22.0 52 26.3 

O 2 3.5 8 7 14.0 8.6 

-1--2 13 22.4 14 15.6 10 20.0 18.7 

-3--4 7 12.0 9 10.0 3 6.0 19 9.6 

-5--6 1 1.7 3 3.3 4 8.0 8 4.0 

-7--8 2 3.4 l 1.1 2 4.0 5 2.5 

E十 58 90 50 100.0 198 100.0 

項目

第 7- 1表 肩幅・肩傾斜角他の相関係数 ( 25 -29才)

肩 幅|肩傾斜角|北 | L， J --1背肩幅|頚付根閤:身 長i体 重
右 ! 左 | 右 | 左 !円 | よ二二J

-35川 |::;:|::;;:司 :87;::|:::;*:;;:1:;9;

I .508'* *1 .287 * 1-.068τ013 て043

.487 * * 1 .478 * * .1 • 402 * * 

.408*キI.753 ** 

吋ぞL

幅住
1傾斜角l互

|左

背肩帳

頚付根囲

身長

体重

注 *危険率 5売で有意 **危険率 1郊で有;言、

第 7-2表 居中島・肩傾斜角他の相尉係数 ( 40 -44才)

モ員
屑 局傾斜角

!背開|頚吋身長l体重目
右 左 右 左

.815 * *|.330 **1 .540 * *1 .361本*

肩傾斜角住

背 肩 幅

頚付根囲

身 長

体 重

注

*

*
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肩幅 ・肩傾斜角他の相関係数 ( 55-65才)

iH傾!斜; |背肩幅|頚付棚|身 長|体重項 目

第 7--，表

肩

右

肩

房傾斜角度

背肩幅

頚付根図

身長

体重
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.100 

.780 ** 

.383** 

注 *危険率 5タで有意 ** 危険率 l売で有意

結 三五
"ロ

以上の結果を要約すると次のとおりである。

1. 肩幅は各年代間，右・左間に大差がなく，

平均値は 12.9-13.3 cmであるμ

2. 平均値では両肩幅闘に大差はないが，分

布によれば両肩幅同寸のものは約8売で，右肩

幅の広いものが約51発となっている。 しかし，

その右・左の差は殆んどのものが約1cm以内で

ある。

3. 被泌定者の約 70%が分布している震幅

は，各年代の右・ 左共に 11.6-14.5 cmの範簡

である。

4. 肩傾斜角は各年代間，右 ・左聞に大差が

なく，平均値は 19.9-22.10である。

5. 両肩傾斜角を比較すると，右は左に比べ

てやや大，すなわち，やや右肩下りである G 分

布によれば，右・左向角度のものが約9完，右

肩下めのもの約 56%で，右・ 左の差は 1 ~2 。

のものが多い。

6. 被測定者の約70売が分布している肩傾

斜角の範囲は，右が 17.5-27.4.， 左は 13.5-

27.4 'で，左の範囲がやや大であるU

7. 相民係数についてみると， 右肩幅と左肩

中:"fu，両居住と背肩憶には O.7以上の高い相関，

右 ・左の肩傾斜角聞はO.5~O. 6のやや高い相

Bもがみられ，いずれも 1%水準で有意である。

8 前回報告した 18-20才の女子短大生の

房長の平均値は，右13.0cm・左12.8cm，肩傾

斜角は右22.30・左23.60で，今回の成人女子

の肩恥の平均値はやや大で肩傾斜角はやや小で

あるしまた，肩「民・罵傾斜角の分布範囲は両者

間K大差はない。

今回は成人女子を対象として験討したが，今

後続けて成人男子を測定し男女の体裂の比較な

どをし， 型紙作製¢資料に役立てたいと思う。

終めにこの狽1]定に際し， 協力して下さいまし

た被測定者，また，広島女学院大学短期大学部

の被服研究室員・ 学生に厚く御礼申し上げます。
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Summary 

One of the most important things in making garments is to have good paper 

patterns tha t are well shap巴dto one's body. 1t is necessary， ther巴for巴， to knαrv one's 

body type， accurate size of parts of th巴 bodyand how one's body and its parts change 
according to one's bodily movements. 

In our pt巴viousmeasur巴ment，which was taken in 1969， we studied 118 women 
students of Hiroshima Bunka恥 men'sJunior Colleg巴(aged between 18釦 d20 ) on their 

shoulder length and shoulder slope. 'Inthe preserit studywe measured 543 growri-up 

women from 26 to 65 years of age living inHiroshima cify and the surrounding areas. 

宮18nutnber and the age of the subjects are as follows;. 58 persons aged 25-29， 90 aged 

40....... 44. aild 50 aged 55 ~ g5. 

τhe meaurement was taken between Jurte 3， 1972加 dAugust50f the same year. 

1'he parts measured were shoulder length ( right and left )， shoulder slope (right and 

left)， shoulder width， neck base girth， stature and weighLτhe旦pparatusused for 

measurerrient were a steel tape measure， a body angle gauge， a height meaure and a 
weight gauge. 

Hete jos a btief SUmr!laty o'f the tesuf.t. 

1)τhere was .no reriiarkable di fference of shoulder length ei ther between th巴 right

and the left shoulder or arnong the age groups. 

引leaverage value ¥¥'3.S 1-2.9 - 1 3.3 cm'~ . 

2) 唄leright or the Ieft shoulder length of about 70 % of the subj回 tswas 
distributed betweert 11.6 cin and 14.5 an irrespective of age. 

3)τhere was no remarkable di fference of shoulder slop巴 amongthe age groups. 古le

average va.Iue ranged 19.9'- 22.10.τhe right shoulder slop巴wass 1 ightly gr巴aterthan 

the left 

4) 官leshoulder slope of about 70 % of the subjects was distributed between 17.5 ."" 
27.40for the right， and 13.5 - 27.4.0 for the left. 
5) Between the right and thd l-eft shoulder lengtb and also between the right shoulder 

length plu~ the left and th巴 shoulderwidth， th巴r巴 wasa high correlation of more 

than 0.7， whil巴 beれ'>，eenth巴 rightand th巴 leftshoulder slope there was a correlation 

of 0.5-0.6. Both were significant at 1え

6) Itwas shown that tlte subjects in fhe present study had broad巴rand slightly 

squarer shoulders. th却 thosewomen students aged 

study. 

18 - 20 in our previous 
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